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次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

　
　（
元
桶
川
市
立
加
納
中
学
校
長
）

　
詳
し
く
は
蜊
秘
書
広
報
課

　
次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　
　（
元
国
立
印
刷
局
職
員
）

　
詳
し
く
は
蜊
秘
書
広
報
課

　
次
の
方
々
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
蜊
秘
書
広
報
課

　
次
の
方
々
は
、
長
年
に
わ
た
る
地
道
な

活
動
が
認
め
ら
れ
、
11
月
14
日
に
彩
の
国

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
蜊
自
治
文
化
課

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

埼
玉
県
知
事
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

シ
ラ
コ
バ
ト
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
１月

福田 勇さん

佐藤 京子さん糸井 政樹さん齋藤 君江さん荒井 宏昌さん

谷口 和平さん

教育功労 社会福祉功労 消防功労 地方自治功労

オケちゃんへの応援、ありがとうございました！

　ゆるキャラグランプリ2017の
最終結果は、ご当地キャラ61位
（得票数15,154ポイント）とな
り、一昨年の総合519位、昨年
の総合231位と比べても大健闘
の結果となりました。応援いた
だいたすべての皆様に、心より
お礼申し上げます。

詳しくは 蜊産業観光課

桶川駅やイベントで
PRしてくれたボランティ
アのみんなや、投票して
くれたみんなのおかげで
61位べに～
本当にありがとう

べに！

受賞者氏名 表彰された活動項目

青柳　宗友さん 郷土を知り、郷
土を想う活動

桶川手話サーク
ルチャイム

心のふれあいを
深める活動

児玉　武雄さん 住みよいふるさ
とをつくる活動

阪田　律子さん 心のふれあいを
深める活動

澤田　晶子さん 健やかな心身を
育てる活動

13 2018.１
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市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
関
す
る
提

案
・
要
望
や
意
見
な
ど
を
広
く
お
聞
き
し
、

こ
れ
を
よ
く
検
討
し
、
あ
る
い
は
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
住
み
良
い
桶
川
市
づ

く
り
に
生
か
す
た
め
、
市
で
は
現
在
、
市

役
所
な
ど
に
「
市
長
へ
の
提
案
箱
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
よ
り
広

く
お
伺
い
す
る
た
め
、
２
月
か
ら
、
提
案

箱
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
う
え
で
、
設
置

場
所
を
増
設
し
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

伴
う
制
度
の
変
更
点
お
よ
び
設
置
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
制
度
の
変
更
点
】

　

こ
れ
ま
で
は
、
ご
意
見
な
ど
を
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
提
案
書
を
、
提
案
箱
に
直

接
投
函
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
封
筒
に
入
っ
た
提
案
書
を
提

案
箱
に
設
置
し
ま
す
。
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
提
案
書
を
同
封
の
う
え
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
（
切
手
不
要
）。

※
こ
れ
ま
で
の
と
お
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る

こ
と
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
設
置
場
所
※
⑧
～
⑭
に
つ
い
て
は
新
規

設
置
】

①
市
役
所
（
仮
設
庁
舎
）

②
東
部
連
絡
所

③
保
健
セ
ン
タ
ー

④
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

⑤
市
立
図
書
館
※
３
月
末
ま
で
大
規
模
改

修
工
事
の
た
め
休
館
で
す
。
工
事
完
了
後

に
設
置
し
ま
す
。

⑥
加
納
公
民
館

⑦
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

⑧
東
公
民
館

⑨
駅
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

⑩
日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

⑪
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

⑫
駅
西
口
図
書
館

⑬
市
民
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま
文
学
館
）

⑭
べ
に
花
ふ
る
さ
と
館
※
4
月
30
日（
月
・

祝
）
ま
で
改
修
工
事
に
伴
い
休
館
で
す
。

工
事
完
了
後
に
設
置
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
秘
書
広
報
課

「
市
長
へ
の
提
案
（
市
民
の
声
）」
を

２
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
増
設
し
ま
す

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
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☎
薨
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と
き
▼
１
月
23
日
㈫
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
２
月
23
日

㈮
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

　

市
内
各
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
を
対

象
と
し
て
、
通
級
指
導
教
室　

「
大
空

（
お
お
ぞ
ら
）
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

通
級
指
導
教
室
は
、
地
域
の
小
学
校
に

通
い
な
が
ら
、
学
校
生
活
や
日
常
生
活
が

よ
り
豊
か
に
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
「
落
ち
着
き
が
な
く
気

持
ち
が
不
安
定
で
あ
る
」
「
特
定
の
も
の

に
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
る
」
「
友
達
と
の

か
か
わ
り
や
集
団
行
動
が
苦
手
」
な
ど
、

お
子
さ
ん
の
発
達
に
つ
い
て
心
配
の
あ
る

人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
設
日
時
▼
指
導
期
間
は
小
学
校
の
授

業
日
と
同
じ
※
原
則
と
し
て
、
週
２
単
位

時
間
（
90
分
）

　

開
設
場
所
▼
西
小
学
校
内
「
大
空
桶
川

西
小
教
室
」
お
よ
び
加
納
小
学
校
内
「
大

空
加
納
小
教
室
」

　

対
象
児
童
▼
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
、

保
護
者
の
申
込
み
に
よ
り
所
定
の
手
続
き

を
経
て
、
通
級
に
よ
る
指
導
の
対
象
と
す

る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
た
児
童

　

指
導
内
容
▼
個
別
指
導
を
中
心
に
、
必

要
に
応
じ
て
小
集
団
指
導
を
行
い
、
発
達

障
害
・
情
緒
障
害
の
状
態
の
改
善
を
目
指

し
ま
す
。

　

申
込
期
間
▼
１
月
25
日
㈭
～
２
月
７
日

㈬
　

提
出
書
類
▼
通
級
指
導
教
室
入
級
希
望

カ
ー
ド
１
部

※
用
紙
は
、
学
校
支
援
課
お
よ
び
市
内
各

小
学
校
に
あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
ま
た

は
在
籍
す
る
学
校
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

提
出
先
▼

①
平
成
30
年
４
月
入
学
予
定
の
子
ど
も
→

学
校
支
援
課

②
現
在
小
学
１
～
５
年
生
の
子
ど
も
→

在
籍
校
の
学
級
担
任

　

そ
の
他
▼

①
児
童
の
送
迎
お
よ
び
相
談
・
指
導
は
、

保
護
者
同
伴
と
な
り
ま
す
。
児
童
の
み
の

指
導
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
通
級
時
は
出
席
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

教
育
委
員
会
第
１
回
定
例
会

の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
桶
川
市
発
達
障
害
・
情

緒
障
害　
通
級
指
導
教
室
「
大
空
（
お

お
ぞ
ら
）」
へ
の
入
級
希
望
の
ご
案
内

市民税・県民税　　【第４期】
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　　【第７期】

納付は期限内に！
納期限… 1月31日

今月の納期

　埼玉県交通安全対策協議会では、県内に在住する交通遺児等を対
象に援護金を給付しています。
※「交通遺児等」とは、交通事故（陸海空全ての交通機関の運行に
より生じた事故）により死亡または重い障害を負った保護者に養
育されている平成11年４月２日以降に生まれた乳幼児ならびに児
童・生徒をいいます。

給 付 額▶子ども 1人につき年額10万円
給付時期▶ 5 月上旬　※ 4月末までに「給付決定通知書」を送付

します。
申請書類▶市役所および教育委員会の窓口で配布します。
提出期限▶ 1 月31日㈬
提 出 先▶みずほ信託銀行浦和支店に郵送または持参
　　　　　住所：〒330-0063　さいたま市浦和区高砂2-6-18
　　　　　電話：822-0191
問合せ 蜊県防犯・交通安全課☎830―2958

交通事故被害者のご家族への援護金について

【給付対象となる同居世帯の総所得額】

給付対象の子どもの人数
１人
２人
３人
４人
５人以上

同居世帯の総所得額
2 , 7 4 0 , 0 0 0円以下
3 , 1 2 0 , 0 0 0円以下
3 , 5 0 0 , 0 0 0円以下
3 , 8 8 0 , 0 0 0円以下
4 , 2 6 0 , 0 0 0円以下

　次のとおり、東部区画整理推進事務所が移転します。
　１月12日㈮までは、現事務所で業務を行い、１月15日㈪からは、新事務所で通常どおりの
業務を行います。
　※１月13日㈯・14日㈰は閉庁となります。
【住所】〒３６３－０００８　大字坂田７９－２（坂田細谷堀ノ内自治会館内）
【電話】７２７－１０９５　※変更ありません。
【ファックス】７２８－７１５５　※変更ありません。

詳しくは 蜊東部区画整理推進事務所

東部区画整理推進事務所移転のお知らせ

県道
川越
栗橋
線

●●●

●●●

●●●

坂田交差点

北1丁目交差点

桶川加納
Ⅰ.C.

東中学校 東小学校

幼稚園

ドラッグストア
●●●●●●

●●●

現事務所新事務所

新住所：大字坂田７９-２
　　　　（坂田細谷堀ノ内自治会館内）

　市では、高校・大学などへの進学を希望する生徒の保護
者で、入学資金の調達が困難な人に資金の貸付を実施して
います。
申請期間▶２月末日まで（土・日・祝日および年末年始を

除く）
※申請書類は、教育総務課窓口またはホームペ
ージからもダウンロードできます。

対象者▶平成29年1月1日現在、桶川市に居住し、引き続き
市内に居住する人で貸付の要件を満たす人。

貸付限度額▶※1万円を単位
　　　　　　○高校・高等専門学校・専修学校→20万円
　　　　　　○大学（短大を含む）→40万円
償還方法▶口座振替開始月から40月割賦（無利子）

詳しくは 蜊教育総務課

入学準備金貸付制度のご案内

　放課後児童クラブの仕
事に興味のある人、放課
後の児童の見守りを一緒
にしませんか。ご連絡を
お待ちしています。

詳しくは 蜊保育課

放課後児童クラブの
嘱託支援員を募集します

1415 2018.１ 2018. １
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認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、
入所している皆さんと体操や音楽レクリエーションをとおして触れ合いませんか。
認知症への理解を深めていただくことにより、誰もが住みよい桶川市を目指しています。

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－36－３  ☎729－1616 1 月10日㈬ 無料13：30～15：00
愛の家グループホーム桶川
朝日２－10－15  ☎778－6603 1 月17日㈬ 無料13：30～15：00
桶川ケアセンターそよ風
上日出谷1245－２  ☎789－3130 1 月19日㈮ 無料13：30～15：00
ねむのき
川田谷5830－１  ☎787－0311

1 月14日㈰
２月 4 日㈰ 100円９：30～12：00

無料花ノ木の郷
加納1824－１  ☎729－2222 1 月14日㈰ 10：00～11：30

※事前の連絡は不要
　です。直接お越し
　ください。

詳しくは
高齢介護課

対　象▶65 歳以上の人　費　用▶無料
持ち物▶タオル、飲み物、動きやすい服装・靴
申込み▶不要
※すべての日程に参加できない人も参加できます。介護予防教室のご案内

地域包括支援センター主催地域包括支援センター主催

健康に関する話、体操、オケちゃん健康体
操、ストレッチ、脳トレ、歌など

ところ と　き 内　容

農業センター

問合せ 蜊地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷5830-1）☎783-5311　

1 月 9 日㈫
2月13日㈫
3月13日㈫

13時30分～15時
（受付：13時15分から）

簡単な体操やストレッチ、脳
トレなど
※会場は、当日1階ロビーに
あるホワイトボードで確認し
てください。

ところ と　き 内容・注意事項

地域福祉
活動セン
ター

問合せ 蜊地域包括支援センター「社会福祉協議会」（末広2-8-8）☎728-2265

1 月12日㈮・26日㈮
2月 9日㈮・23日㈮
3月 9日㈮・23日㈮

10時～11時30分(受付: 9 時30分から)
13時～14時30分(受付:12時30分から)
※ 2部制です。どちらかをお選びください。
※初回参加者のみ事前に申し込みください。

ところ と　き 内容・注意事項

健康に関する話や
体操、ゲームなど

市民ホール

サン・アリーナ
※上履き持参

問合せ 蜊地域包括支援センター「ルーエハイム」（若宮1-5-2　おけがわマイン4階）☎789-2121

1 月24日㈬
2月14日㈬
3月14日㈬

1月12日㈮
2月 9日㈮
※ 3月未定

13時30分～15時(受付:13時15分から)
15時15分～16時45分(受付:15時から)
※ 2部制です。どちらかをお選びください。

13時30分～15時(受付:13時15分から)

詳しくは 蜊高齢介護課

ところ と　き 内容・注意事項

オケちゃん健康体操、玄米にぎにぎ体操、バル
ーン体操、タオル体操、脳トレなど
※「ハートランド」か「中山道ふれあい館」の
どちらかひとつをお選びください。タオル（手
拭いでも可）を使用した体操を行うので、必ず
持参してください。玄米にぎにぎ棒をお持ちの
人は持参してください。

ハートランド
※上履き持参

問合せ 蜊地域包括支援センター「ハートランド」（坂田1725）☎777-7055

13時30分～15時
(受付:13時15分から)

1 月19日㈮
2月 9日㈮・23日㈮
3月 9日㈮・23日㈮

1月23日㈫
2月13日㈫・27日㈫
3月13日㈫・27日㈫

中山道ふれあい館

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～㉙

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
～１００歳体操を進めています!!～ 詳しくは 高齢介護課

【100歳体操とは】
　高知県で住民主体の介護予防活動として開発され、介護予防効果が実証されているもので、全国的に普及している
筋力向上を目的とした体操です。
　この体操は『重錘（じゅうすい）バンド』という重りを手首や足首に巻き、椅子に座って手足をゆっくりとしたペースで動
かします。使用する重錘バンドは、おもりを０～１kgまで200グラム単位で調整が可能で、一人ひとりの体力に応じて重
りを調整できるため、無理なく効果的に筋力をつけることができます。
【市の取組み】
　身近な場所で、住民同士が、効果のある介護予防体操を行う取組みを、市
と地域包括支援センター、理学療法士の３者で協力して実施しています。
　地域の代表者を対象に100歳体操養成講座を実施し、100歳体操を地
域に取り入れたいと希望する団体に随時支援を開始しています。
　参加者からは「立ち上がりが楽になった」「疲れにくくなった」「皆さんとの
おしゃべりが楽しみ」「食事がおいしくなった」という声が上がっています。
　また、実施から３か月経過した団体の体力測定結果では、転倒予防につな
がるバランス力の向上や日常生活動作がスムーズになる脚の筋力向上がみ
られました。
　今後も、一人でも多くの人が参加できるように工夫し、筋力の維持・向上の
みならず、地域での絆をより深め、お互いに支え合う関係づくりにお役立て
いただけるよう、進めていきたいと考えています。

▲狐塚こんこん百歳体操
　（川田谷狐塚会館）

▲西2丁目通いの場100歳体操会館
　（西2丁目町会会館）

  保育所臨時保育士
対　　象▶保育士資格所有者
　　　　　（時間外勤務保育士は資格不要）
時　　給▶950円～（平成29年度実績）
勤務場所▶市内公立保育所
勤務日時▶
【１日勤務】時給▶1,050円（平成29年度実績）
　　月～金曜日の午前８時30分～午後５時
　　※月１～２回土曜日勤務あり
【週４日勤務】時給▶950円（平成29年度実績）
　　月～土曜日の午前８時30分～午後４時
【午前勤務】時給▶950円（平成29年度実績）
　　月～金曜日の午前８時30分～午後０時30分
【午後勤務】時給▶950円（平成29年度実績）
　　月～金曜日の午後０時30分～５時のうち４時間
【月・金・土曜日勤務】時給▶
　　月・金→950円、土→990円（平成29年度実績）
　　月曜日および金曜日の午前８時30分～午後５時
　　土曜日の午前８時30分～正午
【時間外勤務】時給▶1,070円（平成29年度実績）

月～金曜日の午前７時～午前８時30分および午後４
時30分～７時のうち３時間30分　※月１、２回土曜
日勤務あり

  放課後児童クラブ臨時職員
対　　象▶18歳（高校生不可）～65歳
　　　　　※平成30年 4 月 1 日現在で65歳未満

時　　給▶950円（平成29年度実績）
勤務場所▶市内の放課後児童クラブ
勤務日時▶
【月～土職員】
　　月～土曜日のうち、週５日・１日4.5時間以上
　　通常開室：午後１時～７時
　　一日開室：午前７時30分～午後７時
【土曜・休暇対処職員】
　　月～土曜日のうち、週２日程度・１日4.5時間以上
　　通常開室：午後１時～７時
　　一日開室：午前７時30分～午後７時

※ 一日開室や長期休みの場合は、５～８時間勤務と
なることがあります。

  児童館臨時職員
対　　象▶資格所有者（保育士・幼稚園教諭・児童厚生

員・その他これに準ずる資格）
時　　給▶950円（平成29年度実績）
勤務場所▶児童館（総合福祉センター内）
勤務日時▶月～日曜日のうち、週４日
　　　　　（午前９時～午後５時または午後１時～５時）
  子育て支援センター
対　　象▶資格所有者（保育士・幼稚園教諭・看護師など）
時　　給▶950円（平成29年度実績）
勤務場所▶駅前子育て支援センターまたは日出谷子育て

支援センター
勤務日時▶月～金曜日のうち週２日（午前９時～午後５時）

平成30年度臨時保育士・職員登録者を募集します 詳しくは 蜊保育課

登録有効期間▶２年間
　市では、次のとおり臨時職員の登録者を募集しています。
履歴書（写真添付）、資格証明書を持参のうえ、保育課へ申し込みください。
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口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機

関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納

め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険

料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
6
か
月

前
納
、
1
年
度
前
納
、
2
年
度
前
納
も
あ

り
ま
す
。
1
年
度
前
納
、
2
年
度
前
納
の

申
込
期
限
は
毎
年
2
月
末
ま
で
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
納
付
書

ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届

出
印
を
持
参
の
う
え
、
希
望
の
金
融
機
関

ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

問
合
せ
蜊
大
宮
年
金
事
務
所
☎
652
―
３

３
９
９

　

平
成
29
年
中
に
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
を
納
付
し
た
人
（
国
民
健
康
保
険
税
は

世
帯
主
）
に
「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
確

認
書
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
確

認
書
、
介
護
保
険
料
納
付
確
認
書
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
1
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
所

得
税
、
市
県
民
税
の
申
告
を
行
う
際
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
天
引
き
の
支
払
額
は
、
日
本
年
金

機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
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蜊
保
険
年
金
課
ま
た
は
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齢

介
護
課

　

大
宮
公
共
職
業
安
定
所
お
よ
び
上
尾
・

桶
川
・
伊
奈
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
主
催

の
若
者
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
▼
企
業
ブ
ー
ス
で
採
用
担
当
者
と

個
別
に
面
接

　

と
き
▼
1
月
26
日
㈮
午
後
1
時
～
4
時

※
受
付
時
間
は
午
後
0
時
30
分
～
3
時
30

分
　

と
こ
ろ
▼
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー
2
・

3
階
（
上
尾
市
二
ツ
宮
750
）

　

対
象
▼
①
平
成
30
年
3
月
高
校
・
大
学

な
ど
新
規
卒
業
予
定
者
②
若
年
者
（
概
ね

44
歳
以
下
）

　

持
ち
物
▼
履
歴
書
（
複
数
枚
）

　

参
加
企
業
▼
上
尾
市
・
桶
川
市
・
伊
奈

町
の
地
元
企
業
を
中
心
に
40
社
程
度
が
参

加
※
詳
細
は
、
上
尾
市
、
桶
川
市
、
伊
奈

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
▼
不
要

　

問
合
せ
蜊
上
尾
・
桶
川
・
伊
奈
地
域
雇

用
対
策
協
議
会
事
務
局
（
上
尾
市
商
工
課

内
☎
777
―
４
４
４
１
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
納
付

確
認
書
を
郵
送
し
ま
す

地
元
企
業
に
よ
る
「
若
者
就
職

面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す

　20歳から60歳になるまでの40年間は、全員が国民年金に加入します｡ 職業などにより、加入の種別は
３つ［第１号被保険者（自営業、学生など）・第２号被保険者（会社員や公務員）・第３号被保険者
（会社員や公務員の被扶養配偶者）］に分かれます。結婚や就職などにより加入の種別が変わるときは
年金の届出が必要です。

※届出の際は年金手帳を持参しましょう。
※届出の内容により、届出先が異なりますので、手続きの際には必ず確認してください。

詳しくは 蜊保険年金課または大宮年金事務所☎652－3399

人生の節目には国民年金の届出を！

【国民年金に加入する】
こんなとき 手続き 届出先

20歳になったとき 国民年金に加入の手続きをする 第1号被保険者→市役所（保険年金課）
第3号被保険者→配偶者の勤務先

会社を退職したとき 国民年金に加入の手続きをする（被扶養配偶
者であった人も同様） 市役所（保険年金課）

結婚や退職などで配偶者の扶養に入ったとき 第３号被保険者への種別変更の届出をする 配偶者の勤務先

配偶者の扶養でなくなったとき 第３号被保険者から第１号被保険者への種別
変更の手続きをする 市役所（保険年金課）

配偶者が会社をかわったとき 引き続き第３号被保険者となる手続きをする 配偶者の新しい勤務先

【国民年金保険料を納める】
こんなとき 手続き 届出先

口座振替を開始（変更）・辞退したとき 口座振替納付（変更）申出書などを提出する 銀行・郵便局・農協・信用金庫・
信用組合・労働金庫・年金事務所

クレジットカード納付を開始（変更）・辞退
したとき

クレジットカード納付（変更）申出書などを
提出する 年金事務所

納付書を紛失したとき 納付書の再発行を申し出る 年金事務所

保険料を納めるのが困難なとき
・免除や納付猶予の申請をする
・学生で保険料を納めるのが困難なときは、
　学生納付特例の申請をする

市役所（保険年金課）

保険料の免除・猶予、学生納付特例を受けた
期間の保険料を納付（追納）するとき 国民年金保険料追納申込みをする 年金事務所

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

対前年平成28年
10月末

平成29年
10月末 同月比

止まるはず　変な期待が　事故の元

△36件

０人

△40人

（毎年１月からの累計）

件 数

死 者 数

負傷者数

243件

１人

292人

207件

１人

252人

　講義とグループワークをとおして、認知症についてもっ
と深く学びませんか。
と　き▶ 1 月23日㈫10時～11時30分（ 9時30分受付開始）
ところ▶市役所分庁舎会議室 1
定　員▶40人
対　象▶認知症サポーター養成講座修了者
申込み▶ 1 月19日㈮までに、電話で高齢介護課へ。

詳しくは 蜊高齢介護課

テーマ
『認知症の人の気持ちに寄り添って考える』

認知症サポーターフォローアップ講座

OKEGAWA散策コースより～
　市では、社会参加や生きがいづくりを積極的に支援す
ることにより、高齢者の外出や交流を促し、閉じこもり
や孤立化を防ぐことを目的に「健康長寿いきいきポイン
ト事業※」を実施しています。市が指定した各種事業
（健康診査、介護予防事業、社会参加、生涯学習など）
に参加することでポイントを獲得し、50Pまたは100P
に達すると、記念品と交換できます。
　事業の一つである「ＯＫＥＧＡＷＡ散策コース」は、
季節を感じる市内のお薦めの場所を教えていただくこと
でポイントを獲得できます。皆さんに紹介していただい
た中から掲載します。
○城山公園・東小学校の裏の畑付近…蝋梅の花と香りが
最高。

○泉福寺…夕暮れの秩父連山の姿。
○江川…川面に鴨、白鷺、青鷺の群れがいた。
○原公園・東公民館駐車場…椿の赤い花がきれい。
○太郎右衛門橋・べにばな陸橋…空気が澄んで風もない
時、真白くそびえる富士山が美しい。
※健康長寿いきいきポイン
ト事業は、65歳以上の市
民であればどなたでも参加
できます。申請は、高齢介
護課・社会福祉協議会・健
康増進課（土・日・祝日除
く）、各公民館（休館日除
く）で行っています。

健康長寿いきいきポイント事業 冬編

認知症サポーター
養成講座

「脳げんき教室」のお知らせ

　「認知症サポーター」とは、認知症と
いう病気を正しく理解し、認知症の人と
その家族が住み慣れた地域でいきいきと
暮らし続けることができるよう支える応
援者のことです。講座修了後には認知症
サポーターの証『オレンジリング』をお
渡しします。

と　き▶１月26日㈮13時30分～15時
　　　　（13時受付開始）
ところ▶ハートランド 
定　員▶20人
申込み・問合せ▶１月20日㈯までに、電
話で主催の地域包括支援センター「ハー
トランド」（☎777－7055）へ。

　脳は使えば使うほど強くなり、元気になることから
「認知症対策には予防が１番！」と言われています。
　脳を元気にする体操や脳トレを楽しく♪体験してみま
せんか？

内　容▶認知症予防のための体操・脳トレ・おくちの話
など
対　象▶65歳以上の市民　　定　員▶40人【先着順】
申込み▶１月９日㈫午前９時から、電話または直接、高
齢介護課へ。
※多くの人に参加していただくために、他会場の脳げん
き教室に参加したことがある人はご遠慮ください。
※運動ができる服装でお越しください。
※できるだけ全日程参加してください。

毎回

２月８日㈭・15日㈭・22日㈭
３月１日㈭・８日㈭
14時～15時30分
※受付：13時30分～14時
保健センター
飲み物、タオル、筆記用具

と　き

時　間

ところ
持ち物

詳しくは 蜊高齢介護課

目指せ、
Ｈ29年度中に市内サポーター2,500人！

（Ｈ29年10月現在2,429人）
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報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

求
職
中
の
人
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
大
宮
と
連
携
し
、
求
職
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

と
き
▼
１
月
17
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

４
時

【
相
談
時
間
】
①
午
前
10
時
～
②
午
前
11

時
～
③
午
後
１
時
～
④
午
後
２
時
～
⑤
午

後
３
時
～
（
各
回
１
人
、
計
５
人
ま
で
）

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
２
階
相
談
室
202

　

対
象
▼
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
の
無
い
人
は
、
当
日
求
職
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

費
用
▼
無
料

　

相
談
内
容
▼
職
業
の
紹
介
な
ど

　

申
込
み
▼
１
月
４
日
㈭
か
ら
、
電
話
で

産
業
観
光
課
へ
。
【
先
着
順
・
事
前
予
約

制
】
※
相
談
会
当
日
の
受
付
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
蜊
産
業
観
光
課

　

と
き
▼
１
月
23
日
㈫
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
101
・
102

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
５
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
２
月
21
日

㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
農
業
委
員
会
事
務
局

　

市
が
発
注
す
る
①
そ
の
他
の
業
務
（
建

築
施
設
維
持
管
理
業
務
お
よ
び
そ
の
他
役

務
の
提
供
な
ど
の
業
務
）
の
委
託
、
②
物

品
の
購
入
や
借
り
入
れ
に
係
る
競
争
入
札

な
ど
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
の
資
格
審

査
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

今
回
は
追
加
登
録
で
す
の
で
、
現
在
登

録
し
て
い
る
場
合
は
登
録
不
要
で
す
。

※
桶
川
市
に
登
録
す
る
と
、
埼
玉
県
央
広

域
事
務
組
合
お
よ
び
埼
玉
中
部
資
源
循
環

組
合
の
名
簿
に
も
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

受
付
期
間
▼
２
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭

　

受
付
方
法
▼
郵
送
の
み
受
付
※
持
参
不
可

　

登
録
有
効
期
間
▼
①
平
成
30
年
４
月
１

日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
、
②
平
成
30
年

４
月
１
日
～
平
成
33
年
３
月
31
日

　

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
、
申
請
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
契
約
管
財
課　

　

内
容
▼
①
講
演
「
民
泊
新
法
と
管
理
組

合
の
対
応
策
」
～
民
泊
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と

管
理
規
約
の
改
正
～
お
よ
び
「
大
規
模
修

繕
の
進
め
方
」
～
知
っ
て
得
す
る
老
朽
化

対
策
～
②
意
見
交
換
会

　

と
き
▼
１
月
13
日
㈯
①
午
後
１
時
30
分

～
３
時
50
分
②
午
後
４
時
～
４
時
45
分

　

と
こ
ろ
▼
さ
い
た
ま
文
学
館
①
文
学
ホ

ー
ル
②
講
座
室
１

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
１
月
12
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
建
築
課
へ
。

　
詳
し
く
は
蜊
建
築
課

「
桶
川
市
求
職
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
（
競
争

入
札
参
加
願
い
）
の
追
加
受
付
け

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

平
成
30
年

第
１
回
農
業
委
員
会
総
会

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

【
事
例
１
】

　

４
か
月
後
に
結
婚
式
を
挙
げ
よ
う
と
思

い
、
ホ
テ
ル
の
結
婚
式
場
を
見
学
し
た
と

こ
ろ
「
今
日
契
約
す
れ
ば
値
引
き
す
る
。

希
望
日
が
取
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
予
約
金

10
万
円
を
支
払
っ
た
。
そ
れ
か
ら
２
週
間

し
て
、
身
内
の
都
合
が
悪
く
、
予
約
の
日

で
は
結
婚
式
が
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
解
約
す
る
つ
も
り
で
い
る
。

し
か
し
、
結
婚
式
の
具
体
的
な
こ
と
は
何

一
つ
決
め
て
い
な
い
の
に
、
予
約
金
は
一

切
返
金
し
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
一
部

で
も
い
い
か
ら
返
金
し
て
欲
し
い
。

【
事
例
２
】

　

式
の
予
定
は
１
年
以
上
先
だ
っ
た
。
何

度
も
「
今
日
、
契
約
し
な
い
と
安
く
な
ら

な
い
」
と
言
わ
れ
、
長
時
間
の
勧
誘
を
受

け
て
疲
れ
て
し
ま
い
、
契
約
し
、
内
金
10

万
円
も
支
払
っ
た
。
し
か
し
、
契
約
を
し

た
そ
の
日
の
う
ち
に
婚
約
者
と
話
し
合
っ

て
契
約
を
や
め
る
こ
と
を
式
場
に
伝
え
た

ら
「
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
内
金
の
返
還

は
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
式
は
１
年

も
先
の
こ
と
な
の
に
返
還
を
し
な
い
と
い

う
の
は
お
か
し
い
と
思
う
。
返
金
し
て
ほ

し
い
。

　

消
費
者
に
と
っ
て
結
婚
式
場
の
予
約
は

非
日
常
的
な
契
約
で
あ
り
、
式
場
か
ら
急

か
さ
れ
る
な
ど
で
冷
静
な
判
断
を
失
い
が

ち
で
す
。
一
般
的
に
契
約
締
結
か
ら
当
日

ま
で
の
期
間
が
長
く
、
契
約
が
終
了
す
る

ま
で
に
予
期
し
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
り
、

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
中
で
式
場
へ
の
不

信
感
な
ど
が
生
じ
た
り
し
て
キ
ャ
ン
セ
ル

に
至
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
契
約
を
急
が
さ
れ
て
も
よ
く
検
討
せ
ず

に
サ
イ
ン
し
た
り
申
込
金
を
支
払
っ
た
り

し
な
い
。
お
金
を
支
払
う
と
き
は
、
支
払

う
目
的
、
返
金
の
有
無
を
し
っ
か
り
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

②
契
約
を
締
結
す
る
前
に
、
契
約
の
成
立

時
期
や
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
い
つ
ど
の
く

ら
い
か
か
る
の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
担
当
者
に
式
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
や

予
算
を
伝
え
、
こ
ま
め
に
概
算
を
出
し
て

も
ら
う
な
ど
、
担
当
者
と
の
意
思
疎
通
を

積
極
的
に
図
り
、
信
頼
関
係
を
高
め
ま
し

ょ
う
。

④
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

○
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
は
全
国
共
通
の

電
話
番
号
で
あ
る
188
番
へ
か
け
れ
ば
つ
な

が
り
ま
す
。
「
188
（
い
や
や
！
）
泣
き
寝

入
り
！
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

☆自衛官募集☆

募 集 種 目 自衛官候補生（男子）

受 付 期 間 ２月13日㈫

応 募 資 格 日本国籍を有するもので、18歳以上27歳
未満

試験予定日 ２月18日㈰・19日㈪

※年齢は平成30年４月１日現在
問合せ 蜊自衛隊さいたま地域事務所☎651－2420

　駅伝大会開催による交通規制が実施されます。
　市民の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたします
が、ご協力をお願いします。
　なお、交通規制・迂回につきましては、現場の
警察官や交通指導員などの指示に従ってくださ
い。

と　き▶２月４日㈰　
男子→午前８時30分（さいたま新都心駅
前）出発
女子→午前９時30分（鴻巣駅東口付近・
エルミこうのす横）出発

選手（桶川）通過予定時間▶
午前９時10分～９時30分頃
※男子のみ

ところ▶中山道
※応援をする人は、徒歩・自転車などで
お越しください。

問合せ 蜊埼玉県駅伝競走大会実行委員会
　　　　（県スポーツ振興課内）
　　　　☎８３０－６９５３

う

第85回埼玉県駅伝競走大会
開催に伴う交通規制について

見
る
観
る
コ
ー
ナ
ー

廃
止
の
お
知
ら
せ

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

　

相
談
日
時
▼
毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
３
時
30
分
☎
786
―
３
２
１
１
㈹

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を
ま

と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

桶
川
駅
自
由
通
路
内
の
「
見
る
観
る
コ

ー
ナ
ー
」
は
、
平
成
２
年
か
ら
市
内
の
芸

術
文
化
サ
ー
ク
ル
・
団
体
に
よ
る
作
品
展

示
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
駅
東
口

自
由
通
路
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
伴

い
、
平
成
30
年
７
月
分
の
展
示
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
年

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
芸
術
文
化
作
品
の
展
示
に
つ
い

て
は
、
桶
川
市
民
ホ
ー
ル
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ま
た
は
５
月
開
庁
予
定
の
市
役
所
新
庁
舎

内
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※
新
庁
舎
内
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利
用
・

予
約
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
自
治
文
化
課

結
婚
式
場
の
予
約
・
契
約
は
じ
っ
く
り
考
え
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･････････ ･･･････････････････････････････････････････････
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報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）
お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
方
法

な
ど
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
２
月
17
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

（
午
前
８
時
45
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

（
鴻
巣
市
箕
田
１
６
３
８
―
１
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

定
員
▼
30
人
【
申
込
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
、
消
防
本
部
発
行
の
受
講
証
明
書

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
提
示
で

も
可
）

　

そ
の
他
▼
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き
ま

す
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
救
命
講
習
の

受
講
時
間
が
開
始
よ
り
１
時
間
免
除
さ
れ

ま
す
）
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
１
月
15
日
㈪
～
２

月
10
日
㈯
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
鴻
巣

消
防
署
鴻
巣
西
分
署
（
鴻
巣
市
滝
馬
室
１

１
３
９
―
１
、
☎
048
―
544
―
０
１
１
９
）

へ
。

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

　

110
番
を
正
し
く
利
用
し
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し
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各
種
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合
せ
、
間
違
い
、
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た
ず
ら
な

ど
の
緊
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を
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さ
な
い
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報
は
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110
番
通
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へ
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対
応
を
遅
ら
せ
る
原
因
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り
ま

す
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110
番
は
、
事
件
・
事
故
に
遭
っ
た
と
き

や
目
撃
し
た
と
き
な
ど
、
警
察
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も
早
く
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場
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来
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ほ
し
い
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合
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す
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「
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専
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イ
ヤ
ル
」
で
す
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急
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な
い
要
望
・
相
談
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種
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１
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※
祝
日
、
年
末
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除
く
月
～
金
曜
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の
午
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時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
上
尾
警
察
署
☎
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―
０
１
１
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問
合
せ
蜊
上
尾
警
察
署

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
る
数
量
以
上
の
危

険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
重
油
な
ど
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を
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
り
扱
う
人
は
、
危

険
物
取
扱
者
免
状
が
必
要
で
す
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試
験
日
・
会
場
▼
①
３
月
４
日
㈰
・
東

京
国
際
大
学
（
川
越
市
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②
３
月
11
日
㈰

・
立
正
大
学
（
熊
谷
市
）

※
試
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会
も
開
催
し

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
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申
込
み
▼
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
支
部
試
験
係
（
〒
330
―
0062　

さ
い

た
ま
市
浦
和
区
仲
町
２
―
13
―
８
ほ
ま
れ

会
館
２
階
）
へ
、
１
月
18
日
㈭
～
30
日
㈫

《
消
印
有
効
》
に
、
書
面
で
申
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込
み
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だ
さ
い
。
※
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請
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※
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

平
成
29
年
度
危
険
物
取
扱
者
試

験
を
実
施
し
ま
す（
第
７・８
回
）

１
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」
で
す

～
110
番
は
県
民
と
警
察
を
結
ぶ
緊

急
通
報
の
専
用
電
話
で
す
～

シリーズ 旧桶川飛行学校⑬ ～兵舎棟の復原整備～
　今回は兵舎棟の復原整備要旨についてご紹介をします。この建物は旧飛行学校敷地の中心に位置し、昭和12年

（1937）当初は間口38ｍ・奥行11ｍの建物規模で、学生72名が寄宿室4室に分かれて寝泊りする形態でした。その後、昭和
16年（1941）頃に東側側面には雁行形状の居室2室が増築され、さらに昭和18年（1943）の桶川教育隊への組織変更に
伴い、西側に寄宿室1室が増築されています。これらの増改修によって、間口が51.3ｍの長さを有する大規模建築となり、最
大90名規模の学生がここに寄宿して飛行訓練を受けていたことになります。なお、増築された範囲の小屋組みは前回の車
庫棟と同様に、トラス真束固定は鉄製箱金物などが用いられず、簡易な木製添板に釘留めとしていました。
　戦後、共同住宅の用途に供する改修として、「梁間方向に12世帯分の界壁設
置」、「南面窓に各住戸の出入口新設」、「上床など内部造作の付加」、「給排水
設備関係の付加」などが行われたことが調査で判りました。今回の復原整備では
このような後補付加物を全て取り払い、内・外観ともに昭和18年の旧規の形状に復
することを主要骨子としています。
　この兵舎棟は守衛棟や車庫棟と同じく、壁下地の木軸中段に「胴差し」と称す
る横架材を配した構造になっている関係上、間柱や筋交いが途中で切断された
形態となっており、さらに筋交い端部は柱・土台、柱・軒桁の入隅には到達せず、そ
の手前の矩手に配される「頬杖」で留まっています。この壁下地の原寸大構造実
験を行った結果、大規模地震には耐えられないことが明らかとなったため、この特
殊壁下地を活かした手法での構造補強も併せ実施する予定です。これにより、兵
舎棟はより安全な建物に復原整備されることになります。
ものつくり大学横山研究室

解体前の兵舎棟外観写真

復原整備予定の兵舎棟外観パース
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1 月 ●桶川市役所・桶川市教育委員会／☎786-3211(代表)  薨786-9866
●社会福祉協議会／☎728-2221  薨728-2313

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問合せ

法律相談（予約制）弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの
法律全般についての相談

5日㈮・12日㈮・26日㈮
14：00 〜 17：00
20 日㈯ ９：00 〜 12：00
2 月 2日㈮・9日㈮・23日㈮
14：00 ～ 17：00
17 日㈯ ９：00 〜 12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

11日㈭※次回は 2月 8日㈭
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容
証明、会社設立などの手続きの相談

9日㈫　※次回は 2月 1日㈭
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

税務相談（予約制）税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての
相談

24日㈬
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震
などの相談

20日㈯
９：00 ～ 12：00

仮設庁舎 201 会議室
電話でも可　☎ 786-3211

マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣
問題についての相談

24日㈬
10：00 ～ 12：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行政相談
委　　員

国や県、公団・公社等への要望や苦情に
ついての相談

12日㈮　※次回は 2月 9日㈮
10：00 ～ 12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職　　員

消費者金融等からの借金返済などに困っ
ている人の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通☎ 786-3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困ってい
ることについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 15日㈪・29日㈪

10：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室 人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめな
どの日常生活でお困りのことの相談

9日㈫
９：00 ～ 12：00

地域福祉活動センター
3階

内 職 相 談 内 職 相
談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
勤労福祉会館
直通☎773-1121（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全
般についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎 2階
電話でも可　☎786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00 ～ 16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可　直通☎777-7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調整

して決定
児童発達支援センター
分室☎787-5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みご
と相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：15 ～ 16：30

桶川市教育センター
直通☎786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00 ～ 15：00

地域福祉活動センター
直通☎72８-２３６９ 社会福祉協議会
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